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１．研究計画の概要 

2005年以来 2009年現在に至るまでにシリア
北東部ハッサケ州テル・タバン遺跡の発掘調
査（責任者：沼本宏俊［国士舘大学］）によ
り、多数の楔形文字文書が発見されていてい
る。これらは紀元前 18 世紀ならびに紀元前
13 世紀後半から前 11 世紀初頭にかけての行
政文書（受領書、契約文書、書簡）ならびに
建築記念碑文であり、当該の時代におけるテ
ル・タバン周辺地域の歴史と文化ならびにそ
のシリア・メソポタミア各地との関係につい
て、新たな情報を提供する。本研究の目的は、
日本隊によって発見され海外においても高
い注目を集めるこの楔形文字文書群の解読
と体系的研究である。具体的には 2006 年度
からの 4 年間に、2005 年以降の出土文書史
料を整理し、それらの筆写、音訳、翻訳、お
よび文献学的注釈を準備し、さらに新たに出
土する文字資料の解読と整理を行い、それら
の成果に立って、史料に文献学的、歴史学的
考察を加えることを目的とする。 

 

 

２．研究の進捗状況 

（１）2005 年に出土した大量（150～200 点
と推定される）の中期アッシリア時代文書に
関しては、大半はダマスカス博物館でクリー
ニングが済んでおり、これらの史料の撮影、
記録、ハンドコピー作製、ならびに基礎的研
究はおおむね終了した。これによって前 13

世紀におけるテル・タバンの地方王宮に由来
する文書庫に含まれた文書の種類と書式（物
品管理記録、書簡、契約文書）、年代学的デ
ータ、カレンダー・システム等が解明された。
これらについては、研究協力者の柴田が英文

で概報を出版した（2007 年）。ただし、2006

年に出土した 27 点については、ダマスカス
博物館の改修工事などもあり、現地の保存処
理担当の研究者によるクリーニングが終了
していないため、未だに実質的には研究され
ていない。 

（２）2005 年以降 2008 年までに 100 点を超
える中期アッシリア時代の建築記念埋蔵碑
文が出土しており、これらについては、ハッ
サケのベースにおいて、毎年、写真撮影、ハ
ンドコピー作製、解読を行い、史料を記録し
てきた。これによって前 13 世紀から前 11 世
紀にかけてテル・タバンを本拠地に周囲を統
治した 10 名ほどの領主の名とその血脈、な
らびに建設事業の詳細が明らかになった。こ
れに関しては、山田と柴田が英文で概報を準
備した（2009 年出版予定）。 

（３）2005 年と 2006 年に出土した 25 点の
古バビロニア時代粘土板文書については、写
真撮影、ハンドコピー作製、解読ならびに基
礎研究を行い、これによって前 18世紀半ば、
バビロンのハンムラビ王の支配後、バビロン
に変わってユーフラテス中流域の主要都市
テルカの王権が、テル・タバン周辺を含む地
域を支配したことが証明された。これについ
ては、山田が英文で概報を出版した（2008

年）。 

（４）2008年7月、山田（研究代表者）と

柴田（研究協力者）がドイツで開催された国

際アッシリア学会において、テル・タバン出

土楔形文字アッカド語史料に基づいて、それ

ぞれ古バビロニア時代と中期アッシリア時

代における当該地域の政治的・社会的・文化

的諸相について研究を発表した。これによっ
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て、前2千年紀のハブル川流域の状況を伝え

るテル・タバン出土の新データとその分析が

初めて国際学会で報告された。 

 

 

３．現在までの達成度 

以下に示す課題を残しつつも、研究は、おお
むね順調に進展している。 
 課題１：ダマスカス博物館修復による粘土
板のクリーニングの遅延：これにより中期ア
ッシリア時代と古バビロニア時代の文書の
一部の研究が手付かずとなっている。 
 課題２：研究対象の拡大：2006 年以降のテ
ル・タバンの発掘によって、新たな中期アッ
シリア時代建築碑文と古バビロニア時代粘
土板文書が発見され、今年度もまた新たな発
見が予想される。これらの文書は、2005 年ま
でに出土した文書と文献学的、歴史学的に密
接に関わるものであり、これらの文書の基礎
研究を遅延なく行う必要もあり、すべてのデ
ータに関する包括的かつ完全な研究報告に
は、なお時間を要する。 
 

 

４．今後の研究の推進方策 
上述した課題を受けて（博物館側の事情によ
るクリーニングの遅延、ならびに新資料の出
土）、最終年度の目標を以下の 3点としたい。 

（１）今年度出土するであろう新資料の研究
とこれまで出土した資料の基礎研究。 

（２）これまでに出土した資料について、ま
だ作成していない概報（2008 年度分）の作
成。 

（３）出土資料全体を総括するレポートの作
成と、重要事項についての個別研究の促進。 

（４）新たに必要となった更なる研究課題の
整理と次なる研究計画の立案。 

 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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